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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第30期

第２四半期累計期間
第31期

第２四半期累計期間
第30期

会計期間
自 2015年10月１日
至 2016年３月31日

自 2016年10月１日
至 2017年３月31日

自 2015年10月１日
至 2016年９月30日

売上高 (千円) 4,618,536 4,701,124 9,172,268

経常利益 (千円) 389,205 325,043 616,844

四半期(当期)純利益 (千円) 239,014 215,144 361,880

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 837,440 837,440 837,440

発行済株式総数 (株) 7,236,000 7,236,000 7,236,000

純資産額 (千円) 5,808,172 6,139,730 5,931,058

総資産額 (千円) 14,656,503 14,692,695 14,414,767

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 36.08 32.48 54.63

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 1.00

自己資本比率 (％) 39.63 41.79 41.15

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 258,913 118,411 370,348

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △104,620 △163,428 △250,261

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 386,278 45,445 37,332

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,048,301 665,481 664,994
 

 

回次
第30期

第２四半期会計期間
第31期

第２四半期会計期間

会計期間
自 2016年１月１日
至 2016年３月31日

自 2017年１月１日
至 2017年３月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.86 15.38
 

(注) １．売上高には、消費税等は含まれておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が事業を停止しているため記載しておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、投資

者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリス

ク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は発生しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第２四半期累計期間のわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和を背景に、雇用や所得環境に改善が進

み、緩やかな回復基調は持続となりましたものの、英国のEU離脱交渉本格化や米国の新政権による今後の政策の不

透明性など、依然として先行きの不安が感じられる状況にあります。

当社が属するまんが、アニメ関連業界においては、わが国からのコンテンツ発信意欲が変わらず旺盛で、スマー

トフォンやタブレット端末を通じた映像配信サービスの拡充をはじめ、成長著しいアプリ市場に牽引されて進化を

続けるメディア市場の拡大傾向が続くなど、業況全般は堅調に推移しております。

　また古物取扱業界におきましても、単なる生活防衛意識によらず古くて良いもの、長く使い続けられる価値ある

ものを求める消費者ニーズの多様化に支持され、景気動向の影響を受けにくい業界として、市場並びに業況の拡大

が続いております。　

このような経済環境にあって、当社はこれまでの方針を継続し、積極的な営業活動を展開するとともに、経営の

効率化と経営基盤の強化安定に努めてまいりました。　　

その結果、当第２四半期累計期間の売上高は4,701百万円（前年同四半期比1.7％増）、営業利益は350百万円（前

年同四半期比11.1％減）、経常利益は325百万円（前年同四半期比16.4％減）、四半期純利益は215百万円（前年同

四半期比9.9％減）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期会計期間末における資産は、前事業年度末と比較して277百万円増加し、14,692百万円となりまし

た。これは、主にたな卸資産の増加によるものであります。

負債につきましては、8,552百万円（前事業年度は8,483百万円）となりました。

純資産につきましては、利益剰余金208百万円の増加により、6,139百万円（前事業年度は5,931百万円）となりま

した。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前事業年度末にほぼ同じく、

665百万円となりました。

当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における営業活動による資金の増加は、118百万円（前年同期は258百万円の増加）とな

りました。これは主に税引前四半期純利益325百万円が、支出におけるたな卸資産の増加200百万円を上回ったこ

とによるものであります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における投資活動による資金の減少は、163百万円（前年同期は104百万円の減少）とな

りました。これは主にまんだらけSAHRAにおける追加工事等の有形固定資産取得に係る支出が161百万円あったこ

とによるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第２四半期累計期間における財務活動による資金の増加は、45百万円（前年同期は386百万円の収入）とな

りました。これは主に短期借入れによる収入400百万円及び、長期借入れによる収入800百万円が、長期借入金の

返済による支出1,073百万円を上回ることによるものであります。

 
(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,628,000

計 20,628,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2017年３月31日)

提出日現在発行数(株)
(2017年５月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,236,000 7,236,000
東京証券取引所
市場第二部

単元株式数は
100株であります。

計 7,236,000 7,236,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2017年１月１日～
2017年３月31日

― 7,236,000 ― 837,440 ― 1,117,380
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(6) 【大株主の状況】

  2017年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

古川益蔵 東京都中野区 2,307 31.89

有限会社カイカイキキ 東京都港区元麻布２－３－30 319 4.42

古川清美 東京都三鷹市 288 3.98

塩川万造 大阪府大阪市北区 200 2.77

渡邉薫 東京都港区 191 2.65

BBH　FOR　FIDELITY　PURITAN　
TR: 　FIDELITY 　SR 　
INTRINSIC 　OPPORTUNITIES 　
FUND　　　　　　常任代理人　
株式会社三菱東京UFJ銀行

東京都千代田区丸の内２－７－１
（常任代理人　決済事業部）

165 2.28

まんだらけ従業員持株会 東京都中野区中野５－52－15 133 1.84

西田貴美 東京都渋谷区 108 1.49

北沢一記 兵庫県川西市 49 0.69

高橋英夫 兵庫県西宮市 48 0.67

計 ― 3,811 52.68
 

(注) 上記のほか、自己株式が611千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合8.44％）あります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   2017年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式　　611,200
― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式　6,621,600 66,216 ―

単元未満株式 普通株式　　　3,200 ― ―

発行済株式総数 7,236,000 ― ―

総株主の議決権 ― 66,216 ―
 

 

② 【自己株式等】

  2017年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社まんだらけ

東京都中野区中野5-52-15 611,200 ― 611,200 8.44

計 ― 611,200 ― 611,200 8.44
 

（注）当第２四半期会計期間末日現在における当社所有の自己株式は611,238株であります。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間(2017年１月１日から2017年３月

31日まで)及び第２四半期累計期間(2016年10月１日から2017年３月31日まで)に係る四半期財務諸表について、誠栄監

査法人により四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

第30期事業年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　公認会計士目黒進二朗及び公認会計士吉竹恒詞

第31期第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間　　誠栄監査法人

 
３．四半期連結財務諸表について

「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、関連会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団

の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいもの

として、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

 なお、当社の関連会社は事業を停止しており、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は

すべて0.0％に該当しております。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(2016年９月30日)
当第２四半期会計期間
(2017年３月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 664,994 665,481

  受取手形及び売掛金 155,960 180,768

  商品及び製品 6,736,942 6,933,092

  仕掛品 1,998 5,793

  原材料及び貯蔵品 23,093 23,926

  前払費用 50,639 46,446

  繰延税金資産 171,162 191,857

  未収入金 15,876 18,028

  未収消費税等 - 10,531

  その他 9,625 9,008

  流動資産合計 7,830,293 8,084,932

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 5,072,407 5,109,723

    減価償却累計額 △1,828,024 △1,927,645

    建物及び構築物（純額） 3,244,382 3,182,077

   土地 2,212,623 2,212,623

   その他 1,120,690 1,157,634

    減価償却累計額 △623,644 △657,247

    その他（純額） 497,045 500,386

   建設仮勘定 102,869 190,213

   有形固定資産合計 6,056,920 6,085,301

  無形固定資産 44,823 38,050

  投資その他の資産   

   投資有価証券 525 744

   出資金 800 800

   長期貸付金 16,000 16,000

   長期前払費用 12,207 10,850

   繰延税金資産 161,879 163,684

   差入保証金 307,318 308,332

   貸倒引当金 △16,000 △16,000

   投資その他の資産合計 482,729 484,411

  固定資産合計 6,584,474 6,607,762

 資産合計 14,414,767 14,692,695
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           (単位：千円)

          
前事業年度

(2016年９月30日)
当第２四半期会計期間
(2017年３月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 14,503 14,708

  短期借入金 - 400,000

  1年内返済予定の長期借入金 1,612,992 1,582,082

  1年内償還予定の社債 148,200 148,200

  未払金 187,944 164,297

  未払費用 49,602 58,073

  未払法人税等 64,308 141,052

  前受金 80,122 24,591

  預り金 33,715 35,774

  賞与引当金 48,406 35,802

  流動負債合計 2,239,795 2,604,583

 固定負債   

  社債 447,000 372,900

  長期借入金 5,296,778 5,053,892

  退職給付引当金 442,270 463,189

  資産除去債務 57,864 58,400

  固定負債合計 6,243,913 5,948,381

 負債合計 8,483,709 8,552,965

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 837,440 837,440

  資本剰余金   

   資本準備金 1,117,380 1,117,380

   資本剰余金合計 1,117,380 1,117,380

  利益剰余金   

   利益準備金 3,000 3,000

   その他利益剰余金   

    特別償却準備金 333 333

    別途積立金 1,518,000 1,618,000

    繰越利益剰余金 2,587,697 2,696,217

   利益剰余金合計 4,109,030 4,317,550

  自己株式 △132,879 △132,879

  株主資本合計 5,930,970 6,139,491

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 87 239

  評価・換算差額等合計 87 239

 純資産合計 5,931,058 6,139,730

負債純資産合計 14,414,767 14,692,695
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(2) 【四半期損益計算書】

【第２四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2015年10月１日
　至 2016年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2016年10月１日
　至 2017年３月31日)

売上高 4,618,536 4,701,124

売上原価 2,170,031 2,202,267

売上総利益 2,448,505 2,498,856

販売費及び一般管理費 ※  2,053,691 ※  2,147,920

営業利益 394,813 350,936

営業外収益   

 受取利息 80 6

 受取配当金 10 11

 為替差益 - 5

 受取手数料 29,896 840

 雑収入 8,017 4,484

 営業外収益合計 38,004 5,348

営業外費用   

 支払利息 28,695 23,244

 社債利息 6,604 4,683

 為替差損 21 -

 支払手数料 6,547 2,881

 雑損失 1,744 432

 営業外費用合計 43,612 31,241

経常利益 389,205 325,043

税引前四半期純利益 389,205 325,043

法人税、住民税及び事業税 162,538 132,465

法人税等調整額 △12,347 △22,566

法人税等合計 150,191 109,898

四半期純利益 239,014 215,144
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(3) 【四半期キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：千円)

          前第２四半期累計期間
(自 2015年10月１日
　至 2016年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2016年10月１日
　至 2017年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税引前四半期純利益 389,205 325,043

 減価償却費 127,837 141,006

 賞与引当金の増減額（△は減少） △1,786 △12,603

 退職給付引当金の増減額（△は減少） △550 20,918

 受取利息及び受取配当金 △90 △19

 支払利息 35,300 27,927

 為替差損益（△は益） 21 △57

 売上債権の増減額（△は増加） 37,890 △24,808

 たな卸資産の増減額（△は増加） △285,125 △200,777

 仕入債務の増減額（△は減少） △4,600 204

 その他 191,374 △65,920

 小計 489,475 210,913

 利息及び配当金の受取額 90 18

 利息の支払額 △33,855 △28,075

 法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △196,797 △64,445

 営業活動によるキャッシュ・フロー 258,913 118,411

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 有形固定資産の取得による支出 △102,833 △161,604

 無形固定資産の取得による支出 △1,742 △810

 敷金の差入による支出 △45 △1,014

 投資活動によるキャッシュ・フロー △104,620 △163,428

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 - 800,000

 短期借入金の返済による支出 - △400,000

 長期借入れによる収入 1,200,000 800,000

 長期借入金の返済による支出 △732,997 △1,073,796

 社債の償還による支出 △74,100 △74,100

 配当金の支払額 △6,624 △6,658

 財務活動によるキャッシュ・フロー 386,278 45,445

現金及び現金同等物に係る換算差額 △21 57

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 540,548 487

現金及び現金同等物の期首残高 507,752 664,994

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  1,048,301 ※  665,481
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

該当事項はありません。

 

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

　(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用)

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期会計期間から適用しております。

 
(四半期損益計算書関係)

※ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費用及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 2015年10月１日
至 2016年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2016年10月１日
至 2017年３月31日)

 (千円) (千円)

給料手当 622,265 637,642

退職給付費用 27,818 29,122

地代家賃 263,300 261,321

賞与引当金繰入額 49,587 35,479
 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとおり

であります。

 

 
前第２四半期累計期間
(自 2015年10月１日
至 2016年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2016年10月１日
至 2017年３月31日)

 (千円) (千円)

現金及び預金勘定 1,048,301 665,481

預入期間が３か月を超える定期預金 ― ―

現金及び現金同等物 1,048,301 665,481
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(株主資本等関係)

前第２四半期累計期間(自 2015年10月1日 至 2016年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2015年12月22日
定時株主総会

普通株式 6,624 1.00 2015年９月30日 2015年12月24日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

当第２四半期累計期間(自 2016年10月1日 至 2017年３月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2016年12月22日
定時株主総会

普通株式 6,624 1.00 2016年９月30日 2016年12月26日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間の末日後となる

もの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。
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(金融商品関係)

前事業年度の末日と比較して著しい変動が無いため、記載を省略しております。

 

(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありませ

ん。　

 

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度の末日と比較して著しい変動はありません。

 

(持分法損益等)

該当事項はありません。

 

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

当社は、中古品販売を行う単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期累計期間
(自 2015年10月１日
至 2016年３月31日)

当第２四半期累計期間
(自 2016年10月１日
至 2017年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 36円08銭 32円48銭

 (算定上の基礎)   

 四半期純利益(千円) 239,014 215,144

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 239,014 215,144

 普通株式の期中平均株式数(株) 6,624,762 6,624,762
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2017年５月12日

株式会社まんだらけ

取締役会 御中
 

誠　栄　監　査　法　人
 

 

指定社
員　　　業務
執行社員

 公認会計士　山　口　吉　一    印

 

 

 
 

指定社員　　　
業務執行社員

 公認会計士　森　本　晃　一    印
 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社まんだ

らけの2016年10月１日から2017年９月30日までの第31期事業年度の第２四半期会計期間(2017年１月１日から2017年３月

31日まで)及び第２四半期累計期間(2016年10月１日から2017年３月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期

貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社まんだらけの2017年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって

終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

その他の事項

会社の2016年９月30日をもって終了した前事業年度の第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間に係る四半期財務

諸表並びに前事業年度の財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監査が実施されている。前任

監査人は、当該四半期財務諸表に対して2016年５月13日付けで無限定の結論を表明しており、また、当該財務諸表に対

して2016年12月26日付けで無限定適正意見を表明している。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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